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議会日誌　
１月２１日　議会運営委員会　
　　２８日　議会運営委員会　

１月臨時会
　　２８日　本会議第１日（５２人）　
　　３０日　本会議第２日（５２人）　
　　　　　総務委員会　
２月２日　総務委員会　
　　６日　本会議第３日（５２人）　
　　　　　議会運営委員会　
　　　　　　※（　）は本会議の出席人数　1臨 時 号

議会内会派について…新政クラブ、民主クラブ、公明党相模原市議団（公明党）、無所属クラブ、あすの相模原を築く市民連合（相模原市民連合）、
日本共産党相模原市議団（日本共産党）、相模原市議会　創史会（創史会）の７会派があります。会派に属していない議員（無所属）は１人です。
※（　）は略称です。

条
例
制
定
請
求
代
表
者
の

意

見

陳

述

　

本
会
議
場
に
お
い
て
行
わ
れ
た
意
見

陳
述
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

政
令
市
へ
の
強
引
な
移
行
に
は
反
対

で
あ
り
、
合
併
の
際
に
政
令
市
移
行
を

知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
津
久
井
地
域

住
民
の
声
を
聞
き
直
す
意
味
で
も
住
民

投
票
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
政

令
市
に
比
べ
極
め
て
移
行
準
備
期
間
が

短
く
、
巨
額
の
県
債
負
担
な
ど
、
市
民

は
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

理
解
で
き
て
い
な
い
。
市
長
が
、
政
令

市
制
度
の
選
択
に
は
住
民
投
票
は
な
じ

ま
な
い
と
す
る
理
由
は
よ
く
分
か
ら
な

い
。
多
く
の
市
民
が
政
令
市
へ
の
移
行

を
希
望
し
て
い
る
と
主
張
す
る
議
員
は
、

世
論
を
見
誤
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

１
０
０
年
に
１
度
と
い
う
経
済
の
混
乱

期
で
あ
り
、
も
う
一
度
財
政
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
行
う
必
要
が
あ
る
。な
お
、

よ
り
良
い
条
例
と
す
る
た
め
に
、
原
案

が
修
正
さ
れ
る
こ
と
は
拒
ま
な
い
。

▽
相
模
原
市
が
政
令
指
定
都
市
に
移
行

す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
民
の
意
思
を
問

う
住
民
投
票
条
例

　

地
方
自
治
法
の
直
接
請
求
の
規
定
に

基
づ
き
、
市
長
に
対
し
て
「
相
模
原
市

が
政
令
指
定
都
市
に
移
行
す
る
こ
と
に

つ
い
て
市
民
の
意
思
を
問
う
住
民
投
票

条
例
」
の
制
定
請
求
が
な
さ
れ
、
市
長

が
、
意
見
を
付
け
て
議
会
へ
付
議
す
る

も
の
。
条
例
制
定
請
求
の
受
理
日
は
、

平
成　

年
１
月
８
日
。
有
効
署
名
の
総

２１

数
は
、
２
万
６
７
６
０
人
。

▽
専
決
処
分
の
承
認

・
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

２０

（
第
４
号
）

・
平
成　

年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

２０

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

緊
急
経
済
対
策
の
実
施
に
要
す
る
経

費
に
つ
い
て
、
予
算
を
補
正
す
る
必
要

が
生
じ
た
が
、
議
会
を
招
集
す
る
時
間

的
余
裕
が
な
く
専
決
処
分
し
た
た
め
、

報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
も
の
。

▽
キ
ャ
ン
プ
座
間
ゴ
ル
フ
場
か
ら
の
ゴ

ル
フ
ボ
ー
ル
飛
び
出
し
に
抗
議
し
、
再

発
防
止
の
徹
底
を
求
め
る
要
望
決
議

　

地
方
自
治
法
の
直
接
請
求
の
規
定
に

基
づ
き
、
「
相
模
原
市
が
政
令
指
定
都

市
に
移
行
す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
民
の

意
思
を
問
う
住
民
投
票
条
例
」
の
制
定

請
求
が
、
条
例
制
定
請
求
代
表
者
か
ら

市
長
に
出
さ
れ
、
市
長
か
ら
本
条
例
の

制
定
は
必
要
が
な
い
と
判
断
し
て
い
る

旨
の
意
見
が
付
さ
れ
て
、
議
会
へ
付
議

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
長
に
対
し
て
行
わ
れ
た
質
疑
の
あ

ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

問　

今
回
の
条
例
制
定
に
係
る
請
求

を
ど
う
受
け
止
め
た
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

２
万
６
千
人
を
超
え
る
市
民
の

署
名
に
よ
る
請
求
が
な
さ
れ
た
事
実
は
、

厳
粛
に
受
け
止
め
て
い
る
。
政
令
市
制

度
の
中
で
期
待
さ
れ
る
効
果
と
、
財
政

収
支
に
係
る
市
の
説
明
内
容
に
つ
い
て
、

異
な
る
考
え
方
や
十
分
な
理
解
を
得
ら

れ
な
か
っ
た
点
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
情
報
提
供
や
説
明
を

行
い
、
総
合
的
な
観
点
か
ら
政
令
市
移

行
に
つ
い
て
、
市
民
の
理
解
が
深
ま
る

よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

政
令
市
へ
の
移
行
は
、
行
政
運

営
制
度
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

こ
の
行
政
運
営
制
度
と
は
何
か
。

　

答　

人
口
規
模
や
財
政
力
、
行
政
運

営
能
力
な
ど
の
都
市
力
に
応
じ
た
都
市

制
度
や
市
の
組
織
、
人
事
、
財
務
の
事

務
な
ど
、
行
政
運
営
上
、
執
行
機
関
で

あ
る
市
長
の
責
任
に
お
い
て
、
議
会
と

の
連
携
の
も
と
、
決
定
す
べ
き
事
項
等

を
行
政
運
営
制
度
と
と
ら
え
て
い
る
。

　

問　

こ
れ
ま
で
の
政
令
市
移
行
に
関

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
内
容
は
。

ま
た
、
移
行
の
是
非
は
、
意
向
把
握
を

行
っ
て
い
な
い
と
思
う
が
、
見
解
は
。

　

答　

政
令
指
定
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
案
及

び
行
政
区
画
の
編
成
案
に
つ
い
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
き
た
。

政
令
市
へ
の
移
行
は
、
議
会
と
の
連
携

の
も
と
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
や
意
向

把
握
を
行
う
中
で
、
慎
重
に
手
続
き
を

重
ね
な
が
ら
取
り
組
む
べ
き
も
の
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、議
会
に
お
い
て
は
、

意
見
書
の
議
決
に
際
し
、
平
成　

年
４

２２

月
の
移
行
の
是
非
に
つ
い
て
、
多
く
の

議
論
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

問　

政
令
市
移
行
が
財
政
に
与
え
る

影
響
と
市
民
の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る

取
り
組
み
は
。

　

答　

政
令
市
移
行
に
伴
い
必
要
と
な

る
歳
出
は
、
県
税
交
付
金
や
宝
く
じ
販

売
収
益
金
な
ど
、
移
行
に
よ
り
増
加
す

る
歳
入
と
、
一
部
、
市
債
等
に
よ
り
対

応
す
る
。
従
っ
て
、
移
行
後
の
中
・
長

期
的
な
財
政
収
支
に
つ
い
て
は
、
均
衡

を
保
ち
な
が
ら
諸
事
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
新
た

な
市
民
負
担
を
招
く
こ
と
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
、
行
財
政
運
営
の

効
率
化
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
も
含

め
た
情
報
提
供
を
適
切
に
行
い
、
財
政

に
つ
い
て
の
市
民
不
安
が
払
し
ょ
く
さ

れ
る
よ
う
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

政
令
市
移
行
に
対
す
る
市
長
の

思
い
と
決
意
は
。

　

答　

政
令
市
制
度
は
、
自
ら
の
地
域

の
こ
と
は
自
ら
の
意
思
で
決
定
し
、
そ

の
財
源
・
責
任
は
自
ら
が
持
つ
と
い
う

地
域
主
権
の
理
念
に
か
な
っ
た
行
政
運

営
制
度
で
あ
る
。
大
都
市
制
度
の
活
用

に
よ
る
大
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
の

推
進
や
、
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ

適
切
な
対
応
に
よ
り
、
都
市
と
し
て
の

総
合
力
を
高
め
、
多
く
の
人
や
企
業
か

ら
選
ば
れ
る
魅
力
あ
る
都
市
へ
の
成
長

が
期
待
で
き
る
政
令
市
へ
の
移
行
が
、

是
非
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

平
成　

年
４
月
の
移
行
に
向
け
、
不
退

２２

転
の
決
意
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
案
議
案
のの
概
要
概
要　

議
案
の
概
要　

　

１
月
臨
時
会
は
、
１
月　

日
か
ら
２
月
６
日
ま

２８

で
の
会
期　

日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

１０

　

本
会
議
初
日
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
、
有

権
者
の
署
名
に
よ
り
条
例
制
定
の
直
接
請
求
が
さ

れ
た
住
民
投
票
条
例
議
案
と
、
２
件
の
補
正
予
算

専
決
処
分
の
承
認
議
案
が
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
、

提
案
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
専
決
処
分
の
議
案

は
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
後
、
採
決
の
結
果
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
２
日
目
は
、
住
民
投
票
条
例
議
案
に
つ

い
て
、
条
例
制
定
請
求
代
表
者
に
よ
る
意
見
陳
述

と
、
市
長
に
対
し
て
７
人
の
議
員
か
ら
質
疑
が
行

わ
れ
た
後
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
３
日
目
は
、
総
務
委
員
会
の
委
員
長
か

ら
住
民
投
票
条
例
議
案
の
審
査
報
告
が
行
わ
れ
た

後
、
７
会
派
及
び
無
所
属
議
員
か
ら
討
論
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
記
名
投
票
に
よ
る
採
決
の
結
果
、
賛

成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
員
提

出
議
案
と
し
て
決
議
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
民
投
票
条
例
議
案
に
対

す
る
質
疑
の
あ
ら
ま
し
を
掲

載
し
ま
す
。

質
疑
を
行
っ
た
議
員

　

久
保
田
隼
夫
（
新
政
ク
ラ
ブ
）

　

角
尾
彰
央
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

米
山
定
克
（
公
明
党
）

　

西
村
綾
子
（
無
所
属
ク
ラ
ブ
）

　

岩
本
香
苗
（
相
模
原
市
民
連
合
）

　

藤
井
克
彦
（
日
本
共
産
党
）

　

小
林
正
明
（
無
所
属
）

記
名
投
票
に
よ
る
採
決

３
月
定
例
会
（
開
催
中
）

111月臨時会　月臨時会　月臨時会　
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議会運営委員会１３日２月
本会議（提案説明）１９日
本会議（代表質問・個人質疑）２７日
本会議（代表質問・個人質疑）２日３月
総務委員会４日
文教委員会５日
環境経済委員会６日
民生委員会９日
建設委員会１０日
議会運営委員会１２日
政令指定都市に関する特別委員会１３日
本会議（一般質問）１９日
本会議（一般質問）２３日
本会議（一般質問）２４日
本会議（委員長報告・採決）
議会運営委員会

２５日



さ が み は ら 市 議 会 だ よ り 　臨時号　平成21年　（2009年）3月1日（2）
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成
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ー
相
模
原
市
民
連
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対

討
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創

史

会

ー

賛

成

討

論

ー

無

所

属

議

員

ー

反

対

討

論

ー

公

明

党

ー

賛

成

討

論

ー

無

所

属

ク

ラ

ブ

ー

賛

成

討

論

ー

日

本

共

産

党

ー

住
民
投
票
条
例
議
案
に
対
す
る

住
民
投
票
条
例
議
案
に
対
す
る�

討

論

要

旨

討

論

要

旨

�

住
民
投
票
条
例
議
案
に
対
す
る�

討

論

要

旨

　

住
民
投
票
は
、
行
政
や
議
会
の
機
能

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
重
要
な
意
味

を
持
つ
と
理
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
実

施
は
、重
要
案
件
に
限
る
べ
き
で
あ
る
。

直
接
請
求
に
、
２
万
６
千
人
を
超
え
る

市
民
が
署
名
に
参
加
し
た
こ
と
は
、
重

く
受
け
止
め
て
い
る
が
、
こ
の
条
例
案

は
、
政
令
市
移
行
の
賛
否
を
問
う
だ
け

で
あ
り
、
移
行
の
時
期
や
条
件
等
が
示

さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
投
票
成
立
要

件
が
無
い
た
め
、
公
平
性
、
客
観
性
が

担
保
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
条
例
制

定
請
求
が
出
さ
れ
た
こ
と
は
、
市
民
理

解
が
十
分
で
な
い
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、

市
は
、
財
政
課
題
等
に
対
す
る
、
市
民

の
不
安
を
払
し
ょ
く
す
る
更
な
る
説
明

の
機
会
を
作
る
よ
う
努
め
、
我
々
も
、

さ
ら
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
努

力
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
常
設
型

の
住
民
投
票
条
例
の
確
立
に
よ
り
、
そ

の
時
々
で
揺
れ
動
く
こ
と
の
無
い
、
筋

の
通
っ
た
、
行
政
と
直
接
民
主
主
義
の

接
点
が
生
ま
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。

反

対

討

論

ー

民

主

ク

ラ

ブ

ー

反

対

討

論

ー

新

政

ク

ラ

ブ

ー

　

本
条
例
の
制
定
は
、
住
民
自
治
の
本

旨
と
政
令
市
移
行
が
持
つ
重
大
な
意
味

か
ら
も
、
誰
も
否
定
は
で
き
な
い
。
住

民
投
票
が
示
す
直
接
民
主
主
義
は
、
議

会
制
民
主
主
義
の
補
完
で
は
な
く
、
双

方
と
も
地
方
自
治
の
主
軸
機
能
と
し
て

尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
民

に
対
し
、
政
令
市
移
行
の
是
非
に
つ
い

て
の
意
思
を
、
一
度
も
問
う
こ
と
無
し

に
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
市
政
の
主
権
者
は
市
民
で

あ
る
か
ら
、
市
民
の
意
思
を
確
か
め
な

が
ら
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
欲
し
い
。

ま
た
、
常
設
型
の
住
民
投
票
は
必
要
だ

が
、
政
令
市
移
行
の
住
民
投
票
は
認
め

な
い
と
す
る
の
は
、
整
合
性
が
な
い
。

条
例
案
の
不
備
を
理
由
に
反
対
す
る
の

も
、
責
任
転
嫁
の
論
議
に
過
ぎ
な
い
。

　

市
民
の
中
に
は
、
政
令
市
移
行
に
は

賛
成
だ
が
、
移
行
の
時
期
に
は
こ
だ
わ

ら
な
い
と
い
う
人
も
い
る
。
こ
の
よ
う

な
市
民
に
と
っ
て
、
単
純
な
二
者
択
一

で
は
意
思
表
示
の
方
法
を
め
ぐ
り
、
大

変
混
乱
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
本
条
例
案

に
は
、
住
民
投
票
の
期
日
、
投
票
資
格

者
、
投
票
の
成
立
要
件
等
に
お
い
て
、

疑
義
や
問
題
点
が
多
く
あ
り
、
制
定
は

望
ま
し
く
な
い
。
政
令
市
移
行
に
伴
う

県
債
の
一
部
負
担
に
よ
っ
て
、
財
政
破

た
ん
や
増
税
に
結
び
つ
く
と
い
う
の
は
、

飛
躍
し
過
ぎ
た
理
論
で
あ
り
、
財
政
力

が
低
下
し
た
場
合
も
、
地
方
交
付
税
が

交
付
さ
れ
る
た
め
、
財
政
破
た
ん
は
有

り
得
な
い
。
ま
た
、増
税
の
可
能
性
は
、

議
会
が
賛
成
し
な
い
限
り
皆
無
で
あ
る
。

　

市
長
は
、
議
会
に
説
明
し
、
市
民
の

意
向
把
握
に
努
め
て
い
る
か
ら
、
住
民

投
票
は
不
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

今
回
の
住
民
投
票
条
例
は
、
住
民
の
意

思
を
判
断
材
料
に
し
て
欲
し
い
と
議
会

に
要
望
す
る
も
の
で
、
民
意
が
把
握
で

き
れ
ば
、
自
信
と
確
信
を
持
っ
て
民
意

に
沿
っ
た
今
後
の
対
応
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
政
令
市
は
、
行
政
運
営
制
度
で

あ
る
か
ら
、
住
民
投
票
制
度
に
な
じ
ま

な
い
と
し
て
い
る
が
、
住
民
投
票
は
、

間
接
民
主
主
義
に
伴
う
欠
陥
を
補
完
し
、

住
民
自
治
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の

直
接
民
主
主
義
の
一
形
態
で
あ
り
、
地

方
自
治
法
上
の
位
置
付
け
も
高
い
。

　

地
方
自
治
を
推
進
し
て
い
く
上
で
は
、

住
民
投
票
は
有
用
な
制
度
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
今
回
の
条
例
案
に
は
住
民
投

票
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
成
立
要
件

が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
議
会
と
し
て

の
意
思
を
制
約
す
る
尊
重
義
務
を
課
す

住
民
投
票
な
ら
ば
、
成
立
要
件
は
必
須

で
あ
り
、
成
立
要
件
が
な
い
今
回
の
条

例
案
は
、
妥
当
で
は
な
い
と
指
摘
せ
ざ

る
を
得
な
い
。
ま
た
、
財
政
負
担
問
題

は
、
最
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
が
、
政
令
市
へ
の
移
行

は
、
都
市
の
あ
り
方
や
移
行
に
伴
う
様

々
な
付
加
価
値
な
ど
を
、
総
合
的
に
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
で
は
、
政

令
市
移
行
の
賛
否
を
、
財
政
問
題
へ
の

 
危  
惧 
だ
け
を
も
っ
て
問
う
住
民
投
票
で

き 

ぐ
あ
る
と
い
う
印
象
を
ぬ
ぐ
え
な
い
。
さ

ら
に
、
請
求
代
表
者
等
と
、
署
名
を
し

た
人
々
と
の
間
に
、
住
民
投
票
の
実
施

に
対
す
る
認
識
の
相
違
を
感
じ
る
。

　

市
の
情
報
提
供
は
、不
十
分
で
あ
る
。

政
令
市
移
行
の
是
非
を
問
う
意
向
把
握

を
行
っ
て
い
な
い
中
、
市
民
が
住
民
投

票
の
直
接
請
求
を
出
し
た
こ
と
を
重
く

受
け
止
め
、
法
制
度
上
の
議
論
を
あ
え

て
持
ち
込
ま
ず
、
条
例
を
成
立
さ
せ
て

住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が
、
何
よ

り
も
大
切
で
あ
る
。
政
令
市
へ
の
移
行

に
当
た
り
、
平
成　

年
４
月
と
い
う
期

２２

日
を
最
優
先
に
す
る
根
拠
は
何
も
な
い
。

市
民
生
活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
事

項
で
あ
る
の
に
、
行
政
運
営
制
度
で
あ

る
か
ら
住
民
投
票
は
な
じ
ま
な
い
と
し

て
、
市
民
の
参
画
を
拒
み
排
除
す
る
の

は
、
つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
。
住
民
投

票
の
実
施
が
、
住
民
自
治
を
さ
ら
に
前

進
さ
せ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

法
的
拘
束
力
が
な
く
、
結
果
を
尊
重

す
る
と
し
た
諮
問
型
の
住
民
投
票
は
、

市
長
と
議
会
の
意
見
が
異
な
り
、
市
政

が
停
滞
す
る
場
合
や
、
市
長
及
び
議
会

が
判
断
に
迷
い
、
方
向
性
が
示
せ
な
い

場
合
に
は
有
効
な
手
法
で
あ
る
。
諮
問

型
住
民
投
票
の
実
施
を
目
的
と
し
た
本

条
例
案
は
、
議
会
が
政
令
市
の
実
現
に

関
す
る
意
見
書
を
採
択
し
、
最
終
的
な

結
論
を
得
て
い
る
今
、
実
施
す
る
意
義

が
理
解
で
き
な
い
。
ま
た
、
政
令
市
移

行
の
賛
否
を
、
二
者
択
一
で
選
択
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
が
、
移
行
に
当
た

っ
て
は
様
々
な
意
見
や
考
え
が
あ
り
、

住
民
の
正
確
な
意
思
表
明
と
受
け
取
れ

る
か
疑
問
で
あ
り
、
住
民
意
思
を
問
う

と
い
う
目
的
が
達
成
さ
れ
な
い
。
さ
ら

に
、住
民
投
票
制
度
の
課
題
に
つ
い
て
、

ま
だ
議
論
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

住
民
投
票
制
度
が
、
住
民
の
意
思
を
確

認
す
る
非
常
に
重
要
な
手
段
で
あ
り
、

適
切
に
利
用
す
れ
ば
議
会
制
民
主
主
義

を
補
完
し
、
住
民
の
意
思
を
政
治
に
反

映
す
る
有
効
な
方
法
に
な
り
得
る
点
は

否
定
し
な
い
が
、
解
決
す
べ
き
課
題
が

多
く
、
国
レ
ベ
ル
で
も
制
度
設
計
が
確

立
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
十
分
な
議

論
に
よ
る
合
意
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

　

平
成　

年
４
月
の
政
令
市
移
行
を
目

２２

指
し
て
い
る
が
、
強
じ
ん
な
中
・
長
期

に
わ
た
る
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す

ら
示
す
こ
と
が
で
き
ず
、
確
か
な
こ
と

は
、
移
行
に
よ
り
６
０
０
億
円
以
上
と

も
言
え
る
借
金
が
増
え
る
こ
と
で
あ
る
。

財
政
状
況
が
深
刻
な
中
、
さ
ら
に
、
相

模
総
合
補
給
廠　

㌶
の
用
地
取
得
、
小

１７

田
急
多
摩
線
の
延
伸
事
業
、
新
交
通
シ

ス
テ
ム
Ｂ
Ｒ
Ｔ
事
業
な
ど
の
構
想
が
組

ま
れ
、
そ
の
総
事
業
費
は
５
３
０
０
億

円
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事

業
展
開
に
よ
る
借
金
は
と
ど
ま
る
と
こ

ろ
が
な
く
、
や
が
て
財
政
再
建
団
体
へ

の
道
を
歩
む
の
は
間
違
い
な
い
。
住
民

投
票
条
例
の
制
定
は
、
こ
う
し
た
疑
問

点
を
市
民
が
問
い
、
検
証
し
、
政
治
意

識
の
高
揚
を
図
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

（
掲
載
は
発
言
順
）

キャンプ座間ゴルフ場からのゴルフボール飛び出しに抗議し、
再発防止の徹底を求める要望決議　　　　　　　　　　　　　

　去る１月２５日、キャンプ座間ゴルフ場からゴルフボールが飛び出し、隣
接する相武台中学校で部活動中の生徒の近くに落下し、一歩間違えれば大
事故につながりかねない事態が発生した。
　キャンプ座間ゴルフ場からのゴルフボール飛び出しについては、これま
でも度々発生しており、市としても厳重に抗議してきたところである。
　それに対し、米軍では、プレイヤーへの注意喚起や、使用するゴルフク
ラブを制限するなどの飛び出し防止策を講じることにより、一時は、ゴル
フ場外で発見されるゴルフボールの数が減少し、その効果が見られたもの
の、今回の事態を含めゴルフボールの飛び出しがいまだに解消されない現
状においては、地元住民の安全・安心に対する不安が広がっている。
　よって本市議会は、米軍当局及び国会並びに政府に対してキャンプ座間
ゴルフ場からのゴルフボールの飛び出しに抗議するとともに、実効性ある
抜本的な再発防止策を早急に実施するよう強く要望するものである。
　以上決議する。

相　模　原　市　議　会　
　国　　会
　内　　閣　　あ　て
　在日米軍

議会内会派の構成
公 明 党民主クラブ新 政 ク ラ ブ
大 上 和 夫池 谷　 健石 川 将 誠阿 部 善 博
加 藤 明 徳大 沢 洋 子大神田日本稲 垣　 稔
小 林 一 郎落 合 芳 平折 笠 峰 夫小野沢耕一 
栄　 裕 明角 尾 彰 央久保田隼夫 岸 浪 孝 志
菅 原 康 行小 池 義 和佐 藤 賢 司久保田義則
関山由紀江小 林 教 利寺 田 弘 子須 田　 毅
山 崎 順 二山下昌一朗 沼 倉 孝 太中 村 昌 治
米 山 定 克吉 田　 悌山 岸 一 雄溝 渕 誠 之
　渡 辺 良 一
　　　　

（議員の氏名は５０音順）
相模原市民連合無所属クラブ
岩 本 香 苗栗 原　 大
江 成 直 士東條恵美子 
金子豊貴男長 友 義 樹
二 木 栄 一西 村 綾 子
森　 繁 之野 元 好 美
創 史 会日本共産党
大 槻 和 弘菅 野 通 子
河 本 文 雄竹 腰 早 苗
古 内　 明藤 井 克 彦
八木大二郎松永千賀子

会議録のご案内…本会議及び委員会の会議録は、市役所及び各総合事務所の行政資料コーナー等で閲覧できます。
（１月臨時会の本会議の会議録は、５月中旬に、総務委員会の会議録は、４月上旬に配架予定です。）
また、市議会ホームページでは会議録や、本会議のインターネット放映によるライブ中継と録画放映がご覧になれます。

検索サイトから

市議会ホームページへのアクセスは、
相模原市議会� 検索�

委
員
会
の
審
査

　

住
民
投
票
条
例
議
案
は
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
細
部

に
わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り

で
す
。

▽
相
模
原
市
が
政
令
指
定
都
市
に
移
行

す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
民
の
意
思
を
問

う
住
民
投
票
条
例

《
参
考
人
へ
の
質
疑
》
最
初
に
、
参
考

人
と
し
て
招
致
さ
れ
た
条
例
制
定
請
求

代
表
者
２
人
に
、
条
例
に
対
す
る
意
見

が
求
め
ら
れ
た
。
質
疑
で
は
、
投
票
資

格
者
を
満　

歳
以
上
と
し
、
永
住
外
国

１８

人
を
含
め
た
理
由
や
、
投
票
期
日
を
市

長
裁
量
に
委
ね
た
理
由
が
問
わ
れ
た
。

ま
た
、
投
票
に
当
た
っ
て
、
政
令
市
移

行
に
は
賛
成
す
る
が
、
移
行
時
期
に
こ

だ
わ
ら
な
い
と
考
え
る
市
民
の
意
思
表

示
の
方
法
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
る
と
と

も
に
、
投
票
率
に
基
づ
く
投
票
成
立
要

件
の
規
定
を
設
け
な
か
っ
た
理
由
や
、

投
票
率
が
低
か
っ
た
場
合
に
お
け
る
投

票
結
果
の
尊
重
に
対
す
る
考
え
方
が
問

わ
れ
た
。
関
連
し
て
、
住
民
投
票
条
例

の
制
定
を
求
め
る
直
接
請
求
に
つ
い
て
、

運
動
を
開
始
す
る
ま
で
の
経
過
や
、
活

動
期
間
、
署
名
の
収
集
方
法
等
が
尋
ね

ら
れ
た
。
ま
た
、
市
長
が
条
例
案
提
出

に
当
た
っ
て
付
し
た
意
見
書
や
、
本
会

議
で
の
質
疑
に
お
け
る
答
弁
、さ
ら
に
、

　

月
定
例
会
で
行
わ
れ
た
政
令
市
移
行

１２の
実
現
に
関
す
る
意
見
書
の
審
議
に
お

け
る
議
員
間
の
議
論
の
内
容
に
つ
い
て
、

見
解
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
議
会
に

対
す
る
要
望
が
尋
ね
ら
れ
た
。

《
理
事
者
へ
の
質
疑
》
市
長
が
、
政
令

市
移
行
は
、
行
政
運
営
制
度
で
あ
る
か

ら
住
民
投
票
に
な
じ
ま
な
い
と
し
た
根

拠
と
、
庁
内
で
の
検
討
経
過
が
問
わ
れ

る
と
と
も
に
、
住
民
投
票
に
な
じ
む
と

考
え
て
い
る
事
例
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ

た
。
ま
た
、
住
民
投
票
の
実
施
自
体
が

政
令
市
移
行
の
支
障
に
な
る
と
い
う
意

見
に
対
す
る
見
解
が
問
わ
れ
た
。
さ
ら

に
、
合
併
時
に
は
行
っ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
、
政
令
市
移
行
の
是
非
に

つ
い
て
実
施
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い

て
の
考
え
方
や
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
や
市
民
負
担
増
は
生
じ
な
い
と
の
説

明
の
妥
当
性
が
問
わ
れ
た
。関
連
し
て
、

道
州
制
が
導
入
さ
れ
た
場
合
に
、
政
令

市
移
行
に
伴
い
生
じ
た
債
務
や
移
譲
さ

れ
た
権
限
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い

に
な
る
の
か
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、

政
令
市
移
行
ま
で
に
、
他
の
政
令
市
と

比
較
し
て
、
そ
ん
色
の
な
い
都
市
機
能

を
整
備
で
き
る
か
が
尋
ね
ら
れ
た
。
さ

ら
に
、
合
併
時
か
ら
政
令
市
を
目
指
し

て
い
た
先
行
政
令
市
を
参
考
に
、
本
市

が
平
成　

年
４
月
を
移
行
時
期
と
し
た

２２

こ
と
の
妥
当
性
が
質
疑
さ
れ
た
。

1 凡例：○…賛成、×…反対、△…会派内で賛成・反対が分かれたもの。

否決○×○△○×××相模原市が政令指定都市に移行すること
について市民の意思を問う住民投票条例第１号

承認○○○○○○○○
専決処分の承認（平成２０年度一般会
計補正予算（第４号））　２号

専決処分の承認（平成２０年度下水道
事業特別会計補正予算（第１号））　３号

可決○○○○○○○○
キャンプ座間ゴルフ場からのゴルフ
ボール飛び出しに抗議し、再発防止
の徹底を求める要望決議

議 提
議 案
第１号
※市長提出議案第１号の採決は、記名投票により行われました。（賛成１３票、反対３８票）

議決
結果

無所属
議 員創史会日 本

共産党
相 模 原
市民連合

無所属
クラブ公明党民 主

クラブ
新 政
クラブ議　　　　案議案

番号 １人４人４人５人５人８人９人１６人

小 林 正 明会派に属していない議員


